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                      （第２期中期目標前文より） 

 
本学は大分大学憲章が示す目標を達成すべく，有為な人材の育成に努めるとともに，教育・研究・医療・社会連携への 

取り組みを通して特色ある大学づくりを目指し，もって総合大学としての機能の高度化や地域における「知の拠点」として 

の役割を果たす。 

 

１．知識基盤社会に求められる人材の育成  

基礎的な学力に裏打ちされた高い専門知識とともに，柔軟な思考力と創造性を身に付け，知識基盤社会で活躍できる 

自立した人材の育成を目指す。時代や社会の要請及び学問の発展に対応した人材育成を行うために，教育研究組織の再構 

築を目指す。 

 

 

２．特色ある大学づくり  

大学の個性化と高度化を目指し，大学院レベルの教育で目指す「高度の専門職業人養成」，学部レベルの教育による 

「幅広い職業人養成」，及び全学的な教育，研究，医療活動が役割を担う「社会への貢献」において，本学の特色を発揮 

する。本学が「ナショナルセンター」に相応しい実績を有する分野については，「世界的な教育研究拠点」を目指す。 

 

 

３．地域社会との共生・発展  

大分県に立地する唯一の国立大学として，この地域における「知の拠点」として機能するとともに，地域の活性化に貢献 

する「リージョナルセンター」としての役割を果たす。 

 

 

４．発展を支えるマネジメント体制と安定した経営基盤の構築  

運営体制の改革と安定した経営基盤の構築に努め，弾力的で効率的な大学経営の実現を目指し，質の高い管理運営組織を 

整備する。 

大分大学の基本的な目標 
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１．知識基盤社会に求められる人材の育成 

 

キャンパス大使 文系チャレンジ講座 

 
学問探検ゼミ 

１-１ 高大接続教育事業の展開 (P.5)【3】 
    

『学問探検ゼミを核とした高大接続教育（GP）』（平成 20～22 年度）

「特に優れており波及効果が見込まれる取組」に選定 

日本学術振興会

平成２３年度 学内予算で実施 

●文部科学省特別経費 

「幅広い職業人の養成や教養教育機能の充実」事業 

（事業計画：平成 24～26 年度）として採択 

全学高大接続実施委員会を設置 

学生の学問に関する探究心と基礎的能力を高める 

「学問探検ゼミ」（高校生 19 名） 

「チャレンジ講座」（27 校 2,036 名） 

「キャンパス大使」（32 校,42 名派遣） 

「大分県高大連携シンポジウム」 

（県内外高校関係者等 約 130 名）
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全国大会の受賞式（前列右から２人目）

学びつながる P-L！nks 

～おやつ我慢でさらなる学びを！～ 

医学部 馬場 博  教育福祉科学部 井関美風 

工学部 小野翔也  工学部     中村純人 

中央大学法学部   岡 直樹 

後付け式車いす用安全ストッパーによる転倒予防支援ビジネス 

～転ばぬ先のストッパー！ 

安価で簡単な後付式車椅子用安全ストッパーによる転倒予防～ 

工学研究科 村田健太  工学研究科 大福哲史 

工学部   清原健太 

●全国大会｢キャンパスベンチャーグランプリ全国大会｣（H25.3.7） 

（参 加）              文部科学大臣賞・テクノロジー部門大賞 

●九州大会「第 12 回大学発ベンチャー・ビジネスプランコンテスト」（H24.12.14） 

グランプリ                  九州経済産業局長賞 

１-２ 起業家精神の涵養と産業界で活躍できる人材を育成するための教育 (P.6)【34】 

取  組 

「ベンチャー精神に富んだ人材の育成」 

産学官連携コーディネータを講師としたセミナーの開催 

研究成果等を活用できる学内コンテストの開催 

 

成  果 
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２-１ 学際的研究の推進(P.7)【28】 

 

●「アジアにおけるヘリコバクター・ピロリ菌の分子疫学研究」（平成 21～23 年度） 

 

独立行政法人科学技術振興機構の平成 24 年度事後評価：総合評価Ｓ 

「大分大学の全学研究推進機構の重点領域として 

国際共同研究が具体的に継続実施されていることは高く評価できる。」 

２．特色ある大学づくり 

研究開始時の全学研究推進機構体制図 
現在の重点研究推進分野の体制図 

本申請課題 

アジアにおけるヘリコバクター・ピロ

リ菌の分子疫学的研究 

大分大学のプロジェクト推進体制 

重点研究推進分野 

体制の見直し 
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医療機器ニーズ探索交流会 

２-２ 地域の「知の拠点」としての取組 

(P.7～8)【30,70】
     

●「東九州地域医療産業拠点構想 

（東九州メディカルバレー構想）」 

平成 22 年度から引き続き 

大分県と一体となって推進 

 
・学内体制の構築 

・「医療機器ニーズ探索交流会」開催（H24.8.29） 

（H25.1.31） 

・「医療機器開発の進め方」講演会開催（H24.7.13）

・「医と工の連携」講演会開催（H25.2.4） 

２-３ 共同研究講座の設置(P.20)【58】 
     

●共同研究講座「次世代電磁力応用技術開発講座」の設置 

（H25.4.1） 

名実ともに世界をリードする電磁力応用技術開発拠点として

世界に類のない電磁材料の評価・解析技術を活かした

次世代モータなど新製品・新技術開発を支援

 

 

医療機器開発の進め方 
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３．地域社会との共生・発展 

県内全域を 20 分以内でカバー 

●救命救急センターの竣工（H24.10） 

超急性期の重傷症例に対する診療の強化 

熱傷用薬浴装置，血液浄化装置，超音波診断装置， 

患者生体情報管理システム，映像モニタリングシステム， 

高気圧酸素治療装置，大動脈内バルーンポンプ等を導入 

●ドクターヘリの運航開始（H24.10） 

平成 24 年 10 月から平成 25 年 3 月までの半年で 229 件の患者搬送 

 

 

 

地域中核病院としての機能を充実 

 

３－１ 救命救急センターの機能強化に関する取組（P.9）【47-1】
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３-２ 留学生交流拠点整備事業に関する取組(P.10)【年度計画外】 

●文部科学省「留学生交流拠点整備事業」 

全国７地域の一つに採択 

 

・大分県下の留学生支援に係る 

窓口のワンストップサービス化と財源確保 

・留学生の県内企業への就職支援 

・留学生と日本人学生の交流の場の創出 

・大分県内（大学立地市以外）での 

留学生と地域住民の交流の充実 

・留学生による地域提言 

 

 

 

特定非営利活動法人 

大学コンソーシアムおおいた 

機能拡充 

 

 

大分県の 

多文化共生の街づくりの推進に寄与 

 

「留学生交流拠点整備事業－留学生の街－」シンボルマーク
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３-３ 県民の研修機会の充実と地域活動への参加促進に向けた取組(P.10)【37】 
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３-４ 大学間教育連携プログラムの実施(P.10)【14-1】
                                 

地域の学習インフラの高度化を目的とした 

「とよのまなびコンソーシアムおおいた」の事業 

●共通教育事業 

連携授業「大分の人と学問」（66 名） 

●生涯学習支援事業（連携講座全体 参加者計 404 名） 

生涯学習講座「豊の国学」（一般 27 名） 

IT・メディア講座（一般，小中学生等 68 名） 

環境学習講座（小学生とその保護者 24 名） 

国際理解講座（一般 24 名） 

外国語講座（一般 82 名） 

大分地域再発見講座（一般，小学生 140 名） 

人材育成講座（コーディネーター，行政職員等 39 名） 

 

大学間の相互連携システム 

各大学の実践と課題を持ち寄って学習支援を充実 
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   ４-２ 迅速な意思決定と効率的な予算執行体制の構築(P.20)【60】 

●予算区分の大括り（「人件費」「大学運営費」「病院運営費」「戦略的経費」等） 

●「理事所掌事業費」を措置 

●派遣留学生支援経費の確保 

●留学生寄宿舎改修経費の確保 

●学生支援のための「ぴあ ROOM」継続予算の確保 

 

ぴあルーム 

  ４-１ 理事の所掌変更に伴う学内体制の整備(P.20)【59,61,66,67】 

●理事の所掌事項を迅速に変更可能 

●理事（大学改革統括・男女共同参画・総合調整）を配置 

●理事室を廃止 

●部門会議の整理・統合 

 

留学生寄宿舎の改修 

４-３ 附属学校の学内マネジメント体制の確立(P.12)【56】 

●県教委からの派遣教員に加えて，大学独自で教員を採用 

４．発展を支えるマネジメント体制と安定した経営基盤の構築 


